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巻頭言
コロナ禍の年越しをきっかけとして、
あなたのためにこのような祈り

と御力に応じて、神様はこの私やあなたのために最善の日々
をあらかじめ計画してくださったと感じたいです。そういっ
た日々は経験する途中、恐ろしいものかも、悲しいものか
もしれませんが、後で適切な立場から振り返ってみれば、ま
さに最善だったと感じるように新年にも祈っていきたいと思
います。
　3）「われらにおのが日を数えることを教えて、知恵の心
を得させてください。」（詩編 90：12 口語）神様は前もって
私たちのすべての日々をご存知ですが、私たちはこの今日と
いうものしか知ることができません。このパンデミックは安
定と当たり前の生活は、そうでもないと世界のすべての人
に見せてくれました。したがって私たちの課題は何が一番大
事か、何が一番必要かを確認しながら必死に一日一日を主
とともに過ごして、神様にとって大事なことを私たちも大事
にするということです。それぞ知恵ではないでしょうか。
　4）「あなたは夜の恐ろしい物をも、昼に飛んでくる矢を
も恐れることはない。また暗やみに歩き回る疫病をも、真
昼に荒らす滅びをも恐れることはない。」（詩編 91：5、6 口語）
すなわち、健康を授かるだけでなくて、病気への恐れから
も守られるということです。確かに去年春からほぼ毎日、ぞっ
とさせるコロナ禍関係ニュースが世界の各地から私たちの
ところに届きましたが、今年中、いっそう恐ろしいものと
なっても、経済がまたいくら絶望的に見えても、私たち皆、
元気で主にすがって御言葉を単純に読んで、単純に聞いて、
単純に信じて、主のお望みの一年を過ごさせていただける
ように何よりも祈っていきたいと思います。
　5）「わたしたちの主イエス・キリストの父である神、慈愛
に満ちた父、慰めを豊かにくださる神がほめたたえられます
ように。神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてく
ださるので、わたしたちも神からいただくこの慰めによって、
あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。（2
コリント1：3、4 新共）今年、どのような試練や挫折を経
験しなければならないとしても、願わくは、自分に起こって
くる辛いことが何らかの形で隣人の益、すなわちキリスト信
仰への励ましや慰めとなりますようにとも祈ります。
　そういうことで、もし 2021年末という時期が与えられれ
ば、振り返ってみて、私も皆様もどのようにして御言葉の働
きを経験したか楽しみにしましょう。

　新年 2021年あけましてお
めでとうございます。
　昨年 2020 年にわたって、
ＬＣＪＥ日本支部とかかわって
くださった皆様に心より感謝
を申し上げます。東京や大阪
の定例祈祷会の参加者、ＬＣ
ＪＥニュースの愛読者、ＬＣＪ
Ｅ日本支部のホームページを
検索してくださった方々、また、
ＬＣＪＥ日本支部の働きのため
に寛大な捧げものを送ってくださった方々に神の報いと祝
福をお祈りいたします。どうもありがとうございました。
　さて、年越しができたとしても、この国は世界と共に去年
から煩わされている新型コロナ・ウイルスとさらに付き合わ
ねばならない新年になりました。私は、去年このコロナ禍
が始まった頃から自分の祈りの中で特別に次の 5 つの聖句
を祈ってきました。この 5 つの聖句も年を越えて携えていき
たいと思います。この聖句は、そのままで祈りとなったいま
す。主がどのように適用されるかは、主の御旨にまかせてい
く祈りです。以下の聖句が表しているように、主の御旨は、
まさに憐れみ深い、慈しみ深いですので、そういった御旨に
応じていっそう大きな信仰が必要だと感じてきました。
　今年もＬＣＪＥ日本支部の関係者すべてのために、また、
皆様一人一人のご家族や知人、友人や幅広い意味の交わり
の輪の一人一人に主が御言葉の文字通りにしてくださいます
ようにお祈りいたします。
　1）「愛する者よ。あなたの魂が恵まれているように、あ
なたがすべての面で恵まれ健康であるようにと祈っていま
す。」（第 3 ヨハネ 2 新共）魂ばかりでなく、すべての面とい
うことで、お家の中で、職場の中で、教会生活を励む中で
主イエス様があなたにこの新しい時代の日々に応じて必要
な健康を与えてくださるように。
　2）「あなたの目は、まだできあがらないわたしのからだ
を見られた。わたしのためにつくられたわがよわいの日のま
だ一日もなかったとき、その日はことごとくあなたの書にし
るされた。」（詩編 139：16 口語）ダビデが驚きとともに記
した深い安心感がポイントでしょう。驚くばかりの神の知恵
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　コロナウイルスがオーストラリアに侵入し、ビクトリア
州でロックダウンが実施され、各地で死者が増加して
います。夜の報道番組では連日、悲しいニュースが流
れ、感染拡大の影響による失業、精神を病む人々の増
加、アルコールや麻薬中毒者の増加が報じられていま
す。人々は希望を失っているのです。教会での礼拝は３
月に全面停止されましたが、７月から徐々に再開されて
います。それでも多くの教会は感染を恐れており、集
会を行っている教会でも距離を確保した上で、賛美もや
めている状態です。
　あらゆる状況が激変し、経済について悪い予想ばか
りが報じられ、学校は当分の間はオンライン授業、カ
ンタス航空など航空会社は 2021 年末まで国際便を停
止するとの報道も流れています。世の中は「悪い知らせ」
ばかりです。
　こういう悪い状況の中でも、Ｊ４Ｊのオーストラリア
支部は「良い知らせ」を広めています。神は私たちに新
しいアイデアを与えて下さり、それはうまく行っている
ようなのです。神の主権を賛美しましょう。
　コロナ禍が始まるのとほぼ同時に、クイーンズランド
にいるユダヤ人ビリーバーの夫妻が、手指消毒剤を無料
で送ってくれました。私たちは喜んで、それを使って私
たちの書店の周囲にいる隣人を助けようと考えました。
様々なアイデアを考えていると、夫妻は合計４０リット
ルの消毒剤を送って下さったので、それを小さなボトル
に詰め替えました。そのボトルに福音の説明を付けて、
数百セットを配布することができました。書店の周辺に
は多くのユダヤ人がいますが、彼らは何度もやって来て、
消毒液をもらって帰りました。私たちが「ユダヤ人はイ
エスを信じても良い」と人々に教えているので怒ってい
る人々も多少はいましたが、ほとんどのユダヤ人たちは、
無料の消毒液に大喜びしていました。この企画は大成
功でした。（消毒液の写真と、一緒に配布した文書を添
付しておきます。）
　そして、人々が私たちを見つけやすい場所に、活動
を移さなければならないことに気づきました。確かに、
私たちの書店は、光と祈りの灯台として、毎日、とても
限られた時間ではありましたが、営業を続けました。少
しでも希望を求めて、未信者さえもお店にやって来まし

た。彼らは情報を求めていました。安全、安心に過ごせ
る方法を求める彼らに、私たちは彼聖書や他の宣教文
書を提供しました。今、起きていることは全て、神がご
存じなのだと教えてあげました。神の御業は誰にも止め
られないのだから、ただ神を信じなさいと。
　しかし、問題は、ほとんどの人々が移動も旅行もで
きなくなっていることです。そこで、毎週、金曜日の朝
に Zoom の聖書クラスを開講することにしました。
　すると、毎週、新しい人々が加わるようになりました。
オーストラリアのビリーバーに参加を呼びかけけたので
すが、日本にいるユダヤ人女性、米国やニュージーラン
ドからも参加者がありました。その聖書のクラスは現
在も続いており、そこから、さらに御言葉を掘り下げて
話し合い、弟子訓練を行うグループも始まりました。牧
会レベルの弟子訓練は長年の夢でしたが、今やコロナ
ウイルスのおかげで、それが実現したのです。現在、そ
のようなグループが３つ誕生しています。
　私たちのスタッフは、ここでのユダヤ人からの反響に
励まされています。毎週、ユダヤ人が来て、店に座り、
コミュニティに参加し、安息日の食事の集まりに参加し
ています。彼らは私たちの施設に自分の居場所がある
と思ってくれているのですが、それは容易なことではあ
りません。私たちのコミュニティは、誰でも歓迎してい
ます。恐怖とソーシャルディスタンスに支配された不確
実な時代に、私たちは愛ある救い主の代理者として、
集まるすべての人々を歓迎しているのです。
　伝道を続ける私たちのために、引き続きお祈り下さ
い。神は聞いておられます。時代は引き続き不確実で
すが、主は確かなお方です。そして私たちは彼のもの
なのです。

LCJE オーストラリア　　ボブ・メンデルソン　　　　翻訳　　石井田 直二

日本の皆様、シャローム！
Shalom to our colleagues in Japan!　Bob Mendelson　

JFJ ロサンゼルス　　ツブヤ・ザレツキー　　　　翻訳　　石井田 直二

ＬＣＪＥ日本支部様へ
ジューズ・フォー・ジーザス（Ｊ４Ｊ）の活動状況

　私たちの６月号の機関誌で、ＣＯＶＩＤ－１９の感染拡
大の中での、世界各地での活動状況を報告させていただ

きました。最初は「福音の伝染力を保つ」という励まし
の記事です。他の多くのミニストリーと同様、私たちも

Report from Jews for Jesus to LCJE Japan　Tuvya Zaretsky
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また、コロナウイルス感染が活動に大きな影響を与える
ことがわかった段階で、ソーシャルメディアや他の方法に
よる個人的なコミュニケーションに注力するようにしまし
た。世界各地の支部のリーダーたちは、ビデオ会議で集
まり、今後予想される制限下での活動について計画を立
てました。以下は、その計画から生まれた取り組みの一
部です。
　第一は、オンラインやライブストリーミングのシステム
を広範囲で活用することです。過越の祭の時期には、各
教会で予定されていた 750 の実演が全て中止に追い込
まれたため、私たちはオンラインに切り替えました。6
つのチームがライブ番組を制作し、受難週に北米全体
で繰り返し放映したところ、合計で約 13,000 人に登録・
視聴していただくことができました。
　ハンガリーのブダペストでは、霊的な難しい問題に関
する毎週の学びが 3 月まで私たちの支部で開催されてい
ました。毎週のゲスト参加者は7～8人でした。4月に入っ
て直接会うことができなくなった時、私たちは「Beyond 
Schmooze」（イディッシュ語で「暖かい以上の集会」と
いうような意味）というオンラインの集会を開催しまし
た。すると、驚いたことに 27 人ものゲストが参加され
たのです。対面の集会の参加者の何と 3 倍の人数です。
この集会では、今も素晴らしい霊的対話が続いていま
す。このプロジェクトは、ＣＷＩ（Christian Witness to 
Israel）と、私たちＪ４Ｊの協力により開催されています。
　フランスのパリでは、政府の規制が厳しく、自転車
の使用は禁止で、徒歩やジョギングも自宅から１マイル

（1600m）以内に制限されました。集合住宅に住む人々
が、運動不足になり、全国で不満が高まりました。Ｊ４
Ｊスタッフのライオネル・ギメルファーブは牧師であると
同時に、訓練を受けたフィットネスインストラクターでし
た。実は彼と妻のヴァレリーは共にトライアスロンの選
手なのです。そこで、彼らは「Fit to Faith」（健康で信仰）
という番組を毎朝ライブ配信しました。30 分間のエア
ロビクス運動の指導と共に、賛美と御言葉、特にヘブラ
イ語を使った旧約聖書の学びを組み合わせたものです。
その結果、継続参加者のコミュニティも生まれています。
　米国支部では青少年向け活動に力を入れていました
が、それは夏がシーズンです。しかし、今年は現実世界
での「ギルガル」サマーキャンプの活動はすべて中止に追
い込まれました。そこで私たちのスタッフは、Facetime、
Zoom、Skype、Facebook ビデオを用いて、若い子
供や 10 代の若者とリモートでつながる活動を計画して
います。米国の東海岸では、チームや若者向けの「chill 
time」という活動のオンライン版が、若い子供たち向け
に制作されました。番組の多くは、ウイルスを恐れてい
る子供たちを励ますためのものです。その一つでは、詩
篇 46:1「神はわれらの避け所また力である。悩める時の

いと近き助けである」という主題を取り上げます。８月
に西海岸で行われる「ギルガル」のキャンプは、今年は「箱
のキャンプ」として実施予定です。95 人の参加者全員が、
大きな段ボール箱を郵送で受け取りました。箱にはキャ
ンプで取り組むプロジェクトの材料がいっぱい詰まってい
ます。各自が自宅でそれに取り組むのですが、Zoom の
機能を使って、離れた場所にいる他の参加者と一緒に活
動できるという趣向です。８月にこれに参加する子供た
ちの上に、霊的祝福があるようにお祈り下さい。
　イスラエルにおいても、フランス同様に厳しい移動制
限が課せられました。イスラエルのＪ４Ｊスタッフは、オ
ンラインのビデオイベント開催に挑戦することになり、
ソーシャルメディアや WhatsApp（イスラエルで人気の
ある LINE のような連絡ツール）を用いて、ユダヤ人を「訪
問」することになりました。そんな中で、高齢者と交流
する、すばらしい宣教の機会も与えられました。私たち
のイスラエルのスタッフは、すでに路上生活者や家から
出られない人々への奉仕活動に成功していたので、テル
アビブの市役所からＪ４Ｊに連絡があり、在宅の高齢者
に食べ物を届けるスタッフになって欲しいと、要請があっ
たのです。私たちの宣教スタッフは、普通は決して「イエ
スに関する霊的食物」にふれる機会が無いような人々と
接する、貴重な機会を与えられたのです。
　イスラエルのチームは、国防軍兵士への宣教活動に
おいても他の団体と協力しています。パンデミックの中、
軍は兵士たちに、基地から離れている間も 5 人を超えて
集まらないようにと命じられました。テルアビブにある
私たちの施設は、毎週、交わりと休息のために多数の兵
士を受け入れています。そこで、軍の上官の命令を順守
できるように、プラスチック板を使って宣教センターのス
ペースを分割することにしました。こうして、兵士たちは
5 人単位で集まり、祈り、励まし、霊感を分かち合うこ
とが可能になっています。
　最後に、パンデミックの間、ライブチャットのシステム
を広範囲に活用したことをご紹介しましょう。ウェブサイ
トを訪れ、霊的な問題について質問する求道者と、リア
ルタイムで交信するために、私たちのスタッフは訓練を
受けています。カタ・タールは、ブダペストの事務所から、
約 5,000 マイル離れた米国のユダヤ人大学生であるアー
ロンとオンラインで出会いました。そしてアーロンは、こ
の出会いの中で、神の恵みと主イエスへの信仰による救
いを受けるために祈ることができました。
　ユダヤ人伝道のために、日本から主に届く祈りで励ま
していただけることに感謝します。この特別で困難な時
期に、日本の皆様と活動のためにどのように祈ればよい
かをお教えください。主が皆様の安全と健康を保ち、福
音の「伝染力」を保つことができますように。
シャローム！　祝福がありますように！
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　新型コロナウイルスのパンデミックは、ロシアとジュー
ズ・フォー・ジーザス・モスクワ支部にも深刻な事態で
あり、状況を認識し始めたとき、私はショックを禁じ得
ませんでした。過越の祭りに際して計画していた二週
間の路上アウトリーチはすべてキャンセルとなりました。
私たちはチラシを印刷し、人々を募集し、食料も少し
購入したりして、多く準備をしていたにも関わらず、中
止を余儀なくされました。
　3 月終わりから 6 月初旬にかけて、モスクワの住人は
移動を厳しく制限されていて、特別パスが発行されて、
それを持つ人々だけが、通りを移動できたのです。教会
やモールは閉鎖されただけでなく、外出を許可された
人々は、必ずデジタルパス、パスポート、マスク、手袋
を携行し、社会的距離を保たなければなりませんでし
た。違反者には、すべて罰金刑が科せられました。
　しかし神様は変わりなく素晴らしい御方です。主は変
わることが無く、忠実であられます。( 詩篇 89:32-34)
　パンデミックの規制の中でも、主は私たちに多くの
祝福を与えてくださいました。私たちには電話とインター
ネットだけが伝道の方法として残されただけでした。都
市封鎖で人々が閉じ込められることを余儀なくされたと
き、彼らは電話やオンラインで霊的なコミュニケーショ
ンに対して、よりオープンになっていることに私たちは
気づきました。私たちは Facebook で毎週の聖書研究
会の様子を放送し始めました。また多くの短いビデオの
説教を集録して、インスタグラムやフェイスブックに投
稿しました。そして多くの人々が私たちの投稿を見て、
応答してくれました。実際これらの取り組みは、平時の
オフライン・イベントよりも良く、より大きな反応を得
ることができました。神様を賛美いたします !
　私たちはまた、特に電話ミニストリーでも祝福を受け
ました。4 月と 5 月にあった二つの主要なユダヤ例祭、
過越の祭りとシャブオットの時に、3 人の宣教師と 4 人
のボランティアで形成する私たちのチームは、データ
ベースにあるモスクワ在住のユダヤ人に電話をかけて、
｢ハッピー・パスオーバー｣、｢ハッピー・シャブオット」
というメッセージを伝えました。二ヶ月半の間に私たち
のチームは 900 人以上のユダヤ人と話し、電話で 400
回以上の聖書講座をすることができました。そのうち
の 47 人は、彼らの心にメシアを受け入れる祈りをして
電話を切りました。!
　宣教師イリヤが書いた 47 の宣教体験物語から一つ
を次に紹介します。
　私が電話した時、祖母がユダヤ人だというオレグが応
答してくれました。話をしている間に、彼は自分が罪人
だと認めましたが、罪を犯したら、また悔い改めるとい
うことを受け入れることができませんでした。そこで聖
書を開いて、ローマ書 7 章 19-20,24 と 8 章 1,2 を読
みました。イエシュアだけが、人を罪の奴隷状態から解
放することができること、信仰の一歩を踏み出し、イェ

シュアに来る人は赦しを受け、神の子とされ、神様との
交わりが回復することを伝えました。オレグは彼の心を
開き、私の後にキリストを受け入れるための祈りを繰り
返しました。主を誉め称えます。私は霊的成長の最初
のステップを説明し始めたところ、オレグは私の話をさ
えぎり、「私には今、何が起こっているのか。まだ私は
あなたと一面識も無いのに、、、私は泣いているのです !」
と言いました。私は「これが聖霊の御業なのです。主は
人の心に触れ、神様が彼を愛しておられることをささや
き、確信へと導かれるのです」と伝えました。私たちは
定期的に電話で、一緒に聖書を読むことになっています。
　主イエス様がユダヤ人に救いをもたらすために、私た
ち宣教師とボランティアたちを用いてくださることは、
実に驚くべきことです。
　JFJ のチームワークを示す、別の 3 つの短い証しを
次に紹介します。
　82 歳のシモンは、2014 年のモスクワ伝道プロジェ
クトの時に、奥さんのエステルから連絡先情報を受け
取った人です。そして 2016 年、私たちの宣教師のス
ヴェタは、彼ら家族を訪問して聖書研究を導きました。
ボランティアのガリヤは５月に、この素晴らしいユダヤ
人家庭に電話をかけ、シモンとエステルにシャブオット
(ペンテコステ ) の挨拶を伝えようとしました。その時、
彼らは二人とも重病で、常任看護師が自宅に住んでい
ることが判明しました。まずガリヤは看護師に、なぜ
シモンと話したいのかを説明しなければなりませんでし
た。彼は病気のために話すのが困難で、会話は非常に
長い時間かかりました。忍耐のいることでしたが、ガリ
ヤの努力は報われました。ゆっくりと話して最後にシモ
ンは彼の心にイエス様を受け入れる祈りをしました !　
神様を賛美します !
　25 歳のルスランは 2018 年、私たちに電話番号を知
らせてくれました。それから私たちのユース宣教師のパ
ヴェルは、彼に何度か電話をしました。彼らは幾度か
良い会話ができましたが、それは聖書の研究などを含
むことはありませんでした。そして今回、パンデミック
期間に、私たちのボランティアのガリヤはルスランに電
話をかけてみたところ、彼は一緒に聖書を読んで、とて
も喜んでいました。それから彼は罪人の祈りを祈ること
に同意して、一緒に祈りました !　主を誉め称えます。
　35 歳ナタシャは 2 年前、私たちのハイホリデー・ス
トリートプロジェクトの時に出会いました。私たちが地
下鉄駅前で短い会話をした後、彼女は連絡先を教えて
くれました。私たちの宣教師オルガは定期的に彼女に
電話し、私たちのボランティアのナディアも彼女と連絡
を取り合っていました。そして 2 年後、ナディアが電話
したとき、ペンテコステの問答が始まり、彼女らは使徒
行伝 2 章を読みました。会話の最後に、二人の女性が
祈り、ナタシャは彼女の心に、イエス様を迎え入れまし
た。主を誉め称えます。

ジューズ・フォー・ジーザス・モスクワ支部　　マキシム・アマソフ　　　　翻訳　　石黒 イサク

パンデミック中の
ジューズ·フォー·ジーザス·ロシアの活動
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トゥルーベック師のビジョン
　２０１７年のカンファレンス参加のために初来日された
トゥルーベック師夫妻は、その時にも日本でユダヤ人と日
本人に福音を伝えるというビジョンを語っておられました。
夫妻は、２０１１年に発生した東日本大震災のニュース映像
を見た時、日本に対する重荷を受取られたとのことでした。
　カンファレンスのための来日で、夫妻は多くの日本のク
リスチャンとの関係を構築し、その後も何度か来日して日
本での活動に向けた準備を進めて来られました。カンファ
レンスに出席して、近年、日本を訪れるユダヤ人観光客、
特に兵役を終えた若者たちが急増しているとのレポートな
どを聞き、彼らに対する伝道に大きな可能性を見出された
ようです。
　偶像礼拝の国である日本での体験は、トゥルーベック
師には大きな衝撃だったようです。たまたま教会に来てい
た未信者のために「イスラエルの神」の名で祈ったところ、
その人から「日本の神の名でも祈って下さい」と言われて
絶句したとか。日本での宣教の難しさがわかったと、語っ
ておられました。しかし、そのような中で、日本人の持つ
ユダヤ人に対する不思議な親近感も感じられたようで、日
本人とユダヤ人に同時に伝道したい、という思いを強くさ
れたようです。
　また、２０１７年のカンファレンスの際に、教会でのメッ
セージのためにヘブライ語から日本語への通訳を探す中
で、アイザック・内山師との出会いがあり、それが東京で
のゲストハウス実現につながりました。

いのちの木メシアニック集会
　２０１７年のカンファレンスでは、日本でほぼ唯一のメシ
アニック・ユダヤ人集会だとされる「いのちの木メシアニッ
ク集会」のリーダー、内山憲司師も集会のビジョンなどを
語って下さいました。内山師はもともと米国のメシアニッ
ク・コングリゲーション「オヘブ・イスラエル」の執事で、
１９９０年代に米国で多くの日本人に伝道しておられまし
た。しかし、２００１年の同時多発テロの後で彼らの多く
が帰国し、内山師夫妻も帰国することになったのです。
　ところが、メシアニック・コングリゲーションで救われた
人々にとって、一般のキリスト教会はなじみにくいものがあ
り、内山師らは東京でメシアニック礼拝を始めることにな
りました。そして２００８年、ユダヤ人女性と結婚した子息

のアイザック・内山師が帰国され、ほどなく子供も誕生し
て、日本人だけだったメシアニック集会は、ユダヤ人メンバー
を持つメシアニック・コングリゲーションとなったのです。
　そして２０１５年、アイザック師は按手を受けて集会の副
リーダーに。ユダヤ人と異邦人が「共に約束にあずかる」（エ
ペソ 3:6）というビジョンで集会を導き、集会は様々な国
の人々が集うグループに成長しました。そしてアイザック師
は、トゥルーベック夫妻の日本での活動ビジョンを聞いた
時、同じ目標を目指していることに気づき、協力を決めた
そうです。

現状と今後のビジョン
　トゥルーベック夫妻のビジョンは、数年間の予定で子供
たちを連れて来日し、東京でゲストハウスを運営しながら
ユダヤ人と日本人に伝道するというもの。夫妻は現在、テ
ルアビブのティフェレット・イェシュアの指導者の一人です
が、チョーズン・ピープル・ミニストリーズ（ＣＰＭ）の宣
教スタッフでもあり、日本での活動もＣＰＭの傘下で行う
ことを検討中。ＣＰＭはＬＣＪＥ世界ネットワークの一部で
すが、日本では知名度が低く、支援献金がどれだけ集ま
るかは未知数です。しかし、トゥルーベック夫妻は、何と
か日本での活動を実現したいと願い、毎月、日本向けの
様々なオンラインセミナーを開催していて、多くの人々が
参加しています。

　内山憲司師によると、「すでにゲストルーム用の部屋は
準備ができている」とのことですが、コロナウイルスの感
染拡大で、イスラエルからの航空便も飛ばなくなっており、
当初の目標である、イスラエル人の若者たちを迎えること
は実現できていません。しかし、いずれはコロナが終わっ
て活動が開始できる日が来ると期待しつつ準備を進めてお
られます。
　いのちの木メシアニック集会は、ユダヤの祭を実践し
ておられて、すでに未信者のユダヤ人もよく訪れていると
のことで、そこに兵役を終えたイスラエルの若者を迎えれ
ば、自然な形で福音を伝えることができる可能性がありま
す。イスラエルで実績を持つトゥルーベック師夫妻が加わ
れば、きっと、すばらしいチームができることでしょう。早
くコロナが終わって活動が始まり、日本国内からも支援者
が起こされるようにと願っています。

東京にユダヤ人旅行者向けゲストハウスが誕生！
　２０１７年ＬＣＪＥ東アジア・ユダヤ人伝道カンファレンスで生まれた関係から、日本の地で新たな活
動が始まろうとしています。東京で現在、準備が進んでいるユダヤ人旅行者向けのゲストハウス「ベイト・
サムライ」についてレポートさせていただきます。

シオンとの架け橋　石井田 直二
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宣教団体が続々とオンライン集会を開催
デメリットもあるが、新たな可能性も
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香港ＣＷＩがオンライン集会を開催
　１０月２９日夜に、香港ＣＷＩが「コロナ禍の中での宣教」
という約１時間半のオンライン集会を開催しました。中国
語圏の人を中心に、約１５０人が参加。双方向のＺＯＯＭな
らではの、和気あいあいとした雰囲気で集会が進められま
した。
　最初に、昨年に行われた中国人グループによるホロコー
スト生存者の訪問活動の報告があり、その後にイスラエル
での活動報告がありました。イスラエルがちょうど第二次
ロックダウンの最中でしたが、ハガフェン出版のデイビッ
ド・サドク師からは書籍配布や、教育プログラムの制作が
順調に進んでいると報告があり、また、路上生活者や麻
薬中毒者への宣教に携わるイガル宣教師からも救われる
人々が起こされているとの報告がありました。そして、ロン
ドンのユダヤ人地区での宣教についても、フィリップ宣教
師から現状報告がありました。
　最後は、指導者のスタインバーグ師のラザロの復活に関
するメッセージで、イエスが涙を流された（ヨハネ11:35）
から、ユダヤ人に永遠の命を与えることが、イエスの願い
だったことが解き明かされました。そして復活の奇跡を見
たユダヤ人たちが、ある人々は信じ、ある人々はパリサイ人
に告げ口した（11:45-46）という個所から、福音を伝えれ
ば反発を受けることもあるが、それも神のご計画だとの指
摘があり、いくら反対されても福音を伝えようと、力強く
語られました。
　興味深かったのは、最初の報告で、中国人外交官として
数千人のユダヤ人を助けた何鳳山（かほうざん）が「命のビザ」
を発行して多くユダヤ人たちが上海に逃れた歴史が紹介さ
れたことです。西洋のクリスチャンと違って、ユダヤ人虐殺
にはかかわらず、ユダヤ人を助けたアジア人には、ユダヤ人
の心を開く特別な使命がある、と訴えられました。日本も、
多数のユダヤ人難民が杉原千畝氏の発行したビザで神戸
に逃れて来た歴史があるので、興味深く聞かせていただき
ました。

他の団体もオンラインで集会を開催
　ＣＰＭ（Chosen People Ministries）も７月２３日、オ
ンラインで集会を開催しました。ミッチー・グレイザー師
が進行役で、賛美や各地の宣教レポートがあり、コロナで
封鎖下でも世界各地で宣教を続けているとの報告がありま
した。彼らの活動拠点はニューヨークなので、影響は深刻
だったようです。映像や音声のクオリティが高く、イスラエ
ルを含む世界各地の宣教の状況がよくわかりました。
　ＣＰＭは秋の祭の際にも、３回にわたって同様のオンラ
イン集会を開催し、いずれも千人程度が参加しました。そ
れぞれ、メシアニック・ラビが式典を行いながら解説する、
興味深い内容でした。ハヌカの祭の集会も行われるもよ
うです。

　イスラエルの宣教団体も、相次いでオンライン集会を開
催しています。ハイファのカルメル・アセンブリー（ピーター・
ツカヒラ師）も、秋になってアジア各地の宣教団体と連携
して、様々なオンライン集会を開催しました。同じくハイ
ファにあるシャベイ・シオンや、テルアビブのトゥルーベッ
ク夫妻も日本やアジア向けに集会を開催されており、また、
多くのメシアニック・コングリゲーションの安息日礼拝にも
アジア各国からの参加が可能になっています。
　以前は、電気機器の使用が禁じられる安息日礼拝にオ
ンライン参加することなど、考えられないことでしたが「コ
ロナのおかげ」でそれが普通になり、各国のユダヤ人やク
リスチャンが参加しています。

オンライン会議の長所と短所
　シオンとの架け橋でも、「聖書に学ぶ会」など、様々なミー
ティングでオンライン会議システムを活用しており、イスラ
エルから講師が語るという企画が可能になりました。今ま
で集会に参加できなかった北海道や沖縄の人々からは喜
びの声が届いています。「コロナで仕方がないから」で急
に普及したオンライン集会ですが、障がい者や貧しい人、
忙しい人も差別なしに参加できるうえに、化石燃料を浪費
せず地球環境にやさしい、という長所も無視できません。
それでいて、時間も経費も安上がり。オンラインへの移行
は、コロナが終わっても、もう止められないと感じます。
　オンライン集会やライブ配信は、現実会場での集会に
比べて参加者が一桁以上も多くなり、さらに録画を公開す
れば長期にわたって影響力を持ちます。これは本の出版の
ようなものです。しかし、本を買った人の多くが「ひろい
読み」や「積ん読」をするのと同じ原理で、「ながら参加者」「ひ
ろい読み視聴者」が増えるという点も頭に入れなければな
りません。
　コロナ禍は人の計画によって起きたものではありませ
ん。人の全ての計画が崩れ去り、否応なしにオンライン集
会に頼らざるを得ない現状は「ご計画に従って召された私
たち」（ローマ 8:28）には、最終的には益をもたらすもの
ではないかと思っています。

シオンとの架け橋　　石井田 直二



目を覚ます時こそ、真のワクチンである

シャローム！
　ウィズコロナの中、LCJE ニュースレターを愛読されてい
る皆さん、体調はいかがでしょうか？ 今もまだ新型コロナ 
ウイルスが収まらず、第三波の拡大が始まり、より深刻になっ
ていますね。大変な状態であっても神の深い愛と憐みの中
で LCJE ニュースレターが引き続き発行されていること 、
神の栄光にハレルヤです！！！
　現在、世界中で新型コロナウイルスに感染された人がま
すます増加しています。皆さんもニュースをご覧になったと
思いますが「 新型コロナ ワクチンに十分な有効！？」「重い
副作用のコロナワクチン」などの課題があります 。当然、 
私たちは肉体を持っている以上、健康管理として新型コロ
ナウイルスから守る方法を考え、警戒しますね。このような
私たち人間が持っている警戒心をもとに、よく聖書に書か
れているキーワードの「目を覚ます 」の意味をもう一度認
識してみましょう。
　「どのような時にも、“霊”に助けられて祈り、願い求め、
すべての聖なる者たちのために、絶えず目を覚まして根気よ
く祈り続けなさい。」 エペソ 6：１８
　皆さんが新型コロナウイルスを完全に予防できるワクチ
ンが完成できることを望んでいるのはもちろんのことです
が、神の教えによる 真のワクチン はそれではありません。 
つまり、肉体より最も重要である魂の救い” が有効になるワ
クチンがそれなのです。それは唯一の聖書限定であって “心
のワクチンと言えるかもしれません。心のワクチンには ３
つの原料が求められます。1つ目はイェシュアによる贖い。 
2 つ目は揺るぎない神（イェシュア）への服従。3 つ目は知
恵による信仰生活であります。
　「わたしの兄弟たち、いろいろな試練に出会うときは、こ
の上にない喜びと思いなさい。信仰が試されることで忍耐
が生じると、あなたがたは知っています。あくまでも忍耐し
なさい。そうすれば、完全で申し分なく、何一つ欠けたと
ころのない人になります。あなたがたの中で知恵の欠けて
いる人がいれば、だれにでも惜しみなくとがめだてしない
でお与えになる神に願いなさい。そうすれば、与えられま
す。いささかも疑わず、信仰を持って願いなさい。疑う者は、
風に吹かれて揺れ動く海の波に似ています。そういう人は、
主から何かいただけると思ってはなりません。心が定まらず、
生き方全体に安定を欠く人です。」 ヤコブ 2 :2－８

    J ♡ ISL 部屋
私たちのグループ名「メシアの家」

※前回 10 月に発行された LCJE ニュースレター）のテーマ
「イスラエル学こそメシアによる救いへの近道」の左部分
に初めて記載した“ HOUSE OF MESSIAH”があります。
これは私たちグループのロゴマークです。 LCJEJAPAN
の HP にある【ヨム・キプール（大贖罪の日） 】

　JCJE 日本支部加盟団体のページにも記載日本支部加
盟団体のページにも記載されておりされておりますますのの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　ところで、神を称えるべき素晴らしい世界的なニュースが
あります。
　2019 年 7 月発行
の LCJE ニュースレ
ターに記載しました、
アメリカの DOOR と
DEAF MISSIONS

（デフ・ミッションズ）
がコラボレーション
して聖書をイスラエ
ル手話に翻訳するプ
ロジェクトを発動さ
せせたニュースにつ
いて覚えていると思
います。
　実は、そのデフ・ミッションズが今年世界初、新旧全巻
そろったアメリカ手話訳聖書を完成させました！！ アメリカ
では、日本よりもおぞましいコロナ過がありましたが、最後
まで信仰を持ち、継続的な神への大きな信頼があったこと
が分かりますね。これも聖書の 「目を覚ます」原動力につ
ながり、私を含め、世界中のろう者たちにとてつもない大
きな影響力を与えてくださっています。これはまさに揺るぎ
ない神の底力です。ハレルヤ！！！デフ・ミッションズは全巻
のアメリカ手話訳が完成できるまでなんと 38 年間もかかっ
ておりました。
　めでたくアメリカ手話訳聖書が完成されましたが、日本の
日常生活で使われる一般手話を基準とした翻訳スタイルの
日本手話訳聖書はどうでしょう。非常に残念ながら今も存
在しておりません。
　皆さまもご存知の通り、やっと 2019 年にイスラエル手話
を翻訳するプロジェクトをスタートできましたね。日本の今
後の大きな課題の一つになります。神は回復の神です。神が、
日常生活で使われる一般手話を方針とする私たちメシアの
家を用いて日本手話訳聖書制作の新しい働きにに導かれる
ように祈り続けております。
…………………………………………………  8P へ続く▶

メシアの家代表　網本 バフロ

No.248　LCJE日本支部発行　7

図 1、図 2【ロシュ・ハシャナ（角笛を吹き鳴らす祭り）】 
■イスラエル手話（※外国語手話使用）



………………◀7P からの続き
ない。天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない。」
マタイ 24：32－35

【メシアの家】 ゆうちょ銀行
記号
10080 番号 87052131 メシアノイエ
店名
〇〇八（ゼロゼロハチ） 店番 008 普通貯金 8705213 

（他銀行からのお振込）
Email:info@hom-japan.com

（お振込みいただいた後、ぜひ Email にてお知らせ下さい）

　なぜならば、マタイ28：18 －20 に書いてある通り、イェ
シュアは昇天する前に私たちを含め、弟子たちに大宣教命
令を授けたので、第一にイスラエルを愛し、その上、母国で
ある日本をも愛さなければなりません。それが神の御心で
す。どうか皆さま、私たちメシアの家の働きのためにお祈り
とご支ご支援をお願いいたします。
　「いちじくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、
葉が伸びると、夏の近づいたことが分かる。それと同じよ
うに、あなたがたは、これらすべてのことを見たなら、人の
子が戸口に近づいていると悟りなさい。はっきり言っておく。
これらのことがみな起こるまでは、この時代は決して滅び

ＬＣＪＥ日本支部事務局レター

収入・献金 支出・現金

LCJE日本支部 2020年11月度会計

科 目

献 金

大阪祈り会席上献金

合 計

前月よりの 繰 越

金　額

53,400

5,000

　

　

58,400

84,573

金　額

       2,000

0

0

2,200

2,800

22,000

13,030

7,000

3,000

52,030

6,370

95,073

科 目

事 務 費

NEWSレター製作費

郵 送 費

郵 便 振 替 手 数 料

通 信 費

賃 借 ・ 管 理 費

高 熱 費・共 益 費

交 通 旅 費

祈 り 会 経 費

合 計

差 引 残 高

次 月 繰 越 金

　コ・ワーカーの皆様、継続的なお祈り、そして尊い献金を心
より感謝します。この度、ニュースレターをお手元へお届けで
きる幸いを主に感謝します。今月号も興味深い記事内容に仕上
がっています。編集作業・事務所運営の事も覚えてお祈りくだ
さい。一日も早いコロナウイルスの終息を主にあって願います。
今月も多くのユダヤ人が主とお出会いし救い主を受け入れる事、
そしてイスラエルの平和を執り成しお祈りいたしましょう。主の
祝福がありますように。
シャローム　　　　　　ＬＣＪＥ日本支部事務局長　高瀬真理

　LCJE 日本支部では、皆様からの御投 稿をお待ちし
ています。
インターネットでの御投稿、原稿用紙での御投稿いず
れも大歓迎いたします。文字数は 2000 文字前後でお
願いいたします。投稿記事は、封書で送っていただくか、
LCJEJAPAN@HOTMAIL.COM　
又は FAX 072-867-6721まで。宜しくお願い致します。

事務局よりのお知らせ

2021年度祈祷会予定

場　所

 大阪（6:30より）

 東京（1:30より）

3月
11日
13日

2月
11日
13日

1月
14日
9日

会　場

北浜スクエア（ＶＩＰ関西センター8Ｆ）

御茶ノ水クリスチャンセンター 8Ｆ 811号室

　LCJEは、ユダヤ人伝道団体の情報交換ネットワークです。加盟しているユダヤ人伝道団体それぞれの立場・
活動を尊重して、機関紙などに情報を掲載しています。しかし特定の立場・教理などを、LCJEとして支持す
るものではありません。読者におかれましては、個々の見識によって提供される情報を判断してくださいます
よう、お願いいたします。

【大阪祈り会にご参加される方へ】 第二木曜日午後 6 時半開始です。
【東京祈り会にご参加される方へ】 ご注意ください▶通常祈り会の会場は、８１１号室ですが、変更される場合があります。
  　　　　　　　　                  階下の掲示板をご覧になってご参加ください。

編集後記
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